
2023年 4月号            サニナビ北九州  第 157号月刊 

令
和
4
年
食
中
毒
発
生
状
況 

 

令
和
5
年
3
月
23
日
、
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
4
年
食
中
毒
発
生
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

 

病
因
物
質
別
の
発
生
件
数
を
見
る
と
、
第
１
位

の
ア
ニ
サ
キ
ス
、
第
２
位
の
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、

第
３
位
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
順
位
は
昨
年
と
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
１
）
。
近
年
の
傾
向
と

し
て
、
事
件
数
全
体
に
占
め
る
ア
ニ
サ 

キ
ス
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

                  

                           
 

  

令
和
4
年
の
食
中
毒
事
件
数
は
、
前
年
の
717

件
よ
り
増
加
し

96２
件
、
患
者
数
は
前
年
の
1
万

1080
人
よ
り
減
少
し

6856
人
、
死
亡
者
数
は
前
年
の

2
人
よ
り
増
加
し
5
人
と
、
食
中
毒
患
者
数
は

前
年
よ
り
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
事
件
数
、

死
亡
者
数
は
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。 

 

令
和
4
年
は
、
患
者
数
500
人
を
超
え
る
大
規

模
食
中
毒
事
例
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

病
因
物
質
別
食
中
毒
の
第
４
位
、
第
７
位
で
あ

る
植
物
性
、
動
物
性
自
然
毒
で
は
４
人
の
死
者
が

発
生
し
ま
し
た
（
表
１
）
。
植
物
性
自
然
毒
イ
ヌ

サ
フ
ラ
ン
に
よ
る
死
者
が
出
る
食
中
毒
事
件
が

２
件
も
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腸
管
出
血
性
大

腸
菌
（
VT
産
生
）
に
よ
り
１
名
の
死
者
が
出
る
食

中
毒
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
サ
ニ

ナ
ビ
北
九
州

20２２
年
４
月
号
と
1０
月
号
で
特
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

グ
ロ
リ
オ
サ
に
よ
る
食
中
毒 

 

グ
ロ
リ
オ
サ
は
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
科
の
観
賞
用

植
物
で
、
全
草
に
コ
ル
ヒ
チ
ン
を
含
有
し
、
特
に

球
根
に
多
く
含
み
ま
す
。
栽
培
や
鑑
賞
に
用
い
る

こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
用
に
す
る
と
中

毒
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

 
＊
コ
ル
ヒ
チ
ン
と
は 

 
コ
ル
ヒ
チ
ン
は
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
一
種
で
、
摂

取
す
る
と
口
腔
・
咽
頭
灼
熱
感
、
発
熱
、
嘔
吐
、

下
痢
、
背
部
疼
痛
な
ど
を
発
症
し
、
臓
器
の
機
能

不
全
な
ど
に
よ
り
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

令
和
４
年
４
月
、
宮
崎
県
延
岡
市
で
、
自
宅
の

家
庭
菜
園
で
育
て
て
い
た
グ
ロ
リ
オ
サ
の
根
を

す
り
お
ろ
し
て
喫
食
し
た
と
み
ら
れ
、
嘔
吐
や
下

痢
の
症
状
を
経
て
、
男
性
１
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。 

医
師
に
よ
る
検
案
で
男
性
の
体
内
か
ら
コ
ル

ヒ
チ
ン
が
検
出
さ
れ
、
延
岡
保
健
所
が
同
物
質
に

よ
る
食
中
毒
と
判
断
し
て
い
ま
す
。 

〈
予
防
す
る
た
め
に
は
〉 

 

グ
ロ
リ
オ
サ
の
地
上
部
は
、
特
徴
的
な
見
た
目

か
ら
識
別
が
容
易
で
す
が
、
球
根
は
ヤ
マ
イ
モ
な

ど
食
用
の
イ
モ
類
と
似
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
イ
モ
は

山
野
や
庭
な
ど
に
自
生
し
て
お
り
、
地
上
部
が
枯

れ
て
も
イ
モ
が
土
の
中
に
残
る
う
え
、
グ
ロ
リ
オ

サ
の
球
根
と
収
穫
の
時
期
も
重
な
る
の
で
、
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。 

                

編
集
後
記 

  

桜
の
花
の
盛
り
も
い
つ
し
か
過
ぎ
、
葉
桜
の
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。
吹
く
風
も
爽
や
か
で
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
ま
す
ね
。 

 

今
月
の
写
真
は
、「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
」
で
す
。 
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図 1. 病因物質別食中毒発生状況（令和４年） 

表１．死者が発生した食中毒事例（令和４年） 

出典：薬事・食品衛生審議会

食品衛生分科会食中毒部会 

配付資料 

グロリオサ ヤマイモ

折った場合 糸をひかない 糸をひく

皮をむいた場合 ぬめりがない ぬめりがある

すりおろした場合
大根おろしのように

なり、粘りはない

よく粘り、

水っぽさはない

ヤマイモとグロリオサの球根の比較 

（出典：高知県庁HP） 

ヤマイモ（上）と 

グロリオサの球根（下） 

（出典：高知市 HP） 

発病年月日 原因施設 原因食品名 病因物質種別 患者数 死者数 摂食者数 死者年齢

2022/9/17 不明 イヌサフラン 植物性自然毒 1 1 不明 女：70歳～

2022/9/18 飲食店
ふぐ（マフグ（推定））

（自分の夕食）
動物性自然毒 1 1 1 男：70歳～

2022/4/20 家庭 イヌサフランの天ぷら 植物性自然毒 1 1 1 男：70歳～

2022/8/24 販売店

令和4年8月21日から同月

27日に提供された肉総菜

（レアステーキ、ロース

トビーフ）

腸管出血性大腸菌

（VT産生）
40 1 41 女：70歳～

2022/4/6 家庭 グロリオサ 植物性自然毒 1 1 1 男：60歳～69歳


